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ヒーローズ塾生のみなさん、保護様方、こんにちは。 

すっかり秋めいてきまいた。夏期講習も終わり、この夏、どれだけ成長できたで

しょうか。前より問題が簡単になったと感じたのならその単元は力がついた、と

いうことです。つまり、成長したということでしょう。成長や成果はテストの点

数だけではなく、日頃の勉強でも意識してほしいと思います。 
とくに、受験生はこれから難しい問題をたくさん解いていくことになります。 
その際の成長のポイントは時間です。常に「時間」を意識する。『いかに短時間で

問題を解くか』です。時間を意識して勉強をするのとしないのとでは全く成果が

違います。その過程で答だけではなく、制限時間のある入試に必要な考え方など

も身につきます。そうやって着実に合格に近づいていくのです。また、勉強の際

に考えることをあきらめてしまう、または説明や解答をみてもわからないでその

ままにしているなんてことはないでしょうか。やりっぱなしの問題集はないでし

ょうか。勉強は、そもそも反復です。やりっぱなしにするのなら最初からしない

ほうがいいでしょう。「もう一回」やる。できるまでやろうとする、そして、本当

にできるようになって初めて勉強の成果となります。できるようになるまでやり

きれることを、あなた自身に教えてあげてください。勉強は楽ではありませんが、

努力が結果に結びつく純粋さがあります。さぁ、もう一度やってみましょう。 

10月3日(月)より模試返却面談を行います。 

夏講習の成果として、9月早々の課題テストの練習として8月27〜30日にかけて

中学生の生徒さんは岡山県公開模試に挑みました。また小5、小６の中学受検対

象者の生徒さんは9月3日に適性模試を行いました。その結果をもとに志望校合

格へ向けて今後の学習の見通しをお話しさせていただきます。また中学3年生は

部活の制約もないため、生徒さんの適性をみて、一番、塾で学習しやすい時間帯

をご相談させて頂きます。対象の生徒さんには面談日時用紙を同封していますの

で、ご提出ください。（別紙の通りメールでも受け付けています。） 

11月19日（土）に算数・語彙読解力検定を行います。 

算数検定は小学生対象です。(中学生は数学検定となります。) また、語彙・読

解力検定は中学生と中学受検小学生を対象としています。締め切りは10月8日

（土）です。対象の生徒さんには案内書を同封しています。ご検討ください。 

小学生の算数検定は少しでもチャレンジしてほしいという観点から前回同様に塾

生に限り、無料で対応します。（中学生以上の数学検定は有料。）また、語彙・読

解力検定も同様です。中学生塾生は今回4級に限り無料とします。（昨今、中学生

の国語力低下はひどいもので、大学受験や就職試験に備えて、最近は漢検より語彙・読解力検定という声も耳にします。

実際に弊塾でも、この夏に数学中２の問題。各位の和は○○になります、という箇所で「各位」の意味がわかならいので

解ける以前に問題が読めない生徒さんが大半でした。（同封の言葉と思考をご覧ください。語彙も不足し、文脈が読めな

いので言葉のＴＰＯができていない生徒さんが多いそうです。家族団欒の減少や情報端末の発達の影響と指摘されていま

す。）現に私立高校では半ば強制的に生徒さんに語彙・読解力検定を受験させている学校があります。4級からの挑戦とな

ります。※無料検定につきましては、日時は指定させていただきます。ご理解ください。また、時間希望指定の際は有料とさせていただきます。                 

算数検定2,000円〜、語彙読解力検定4級2,880円（税込） 

10月 29〜33週(月 4回授業) 
1 土 9月 22日(土)振替日 

2 日 休校  
3 月 29週 中 3課題テスト 
4 火  
5 水   
6 木   

7 金  

8 土 定期考査補習(早島) 
9 日 休校 
10 月 祝日休校 
11 火 30週、定期考査(早島) 
12 水 定期考査(早島) 
13 木  
14 金  
15 土 10月 10日振替日 

16 日 定期考査補習 
17 月 31週 
18 火 定期考査(吉備･興除･東陽) 
19 水 定期考査(吉備･興除･東陽) 

20 木 
定期考査(福田･妹尾･大安
寺･天城･藤田) 

21 金 
定期考査(福田･妹尾･大安
寺･天城･藤田) 

22 土  
23 日 休校 
24 月 32週、定期考査(妹尾) 
25 火  
26 水  
27 木  
28 金  
29 土  

30 日 休校 
31 月 33週 
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 いよいよ2学期。定期考査です。8日(土)16日(日)は学校別定期考査補習を行います。

10月11日（火）の早島中を皮切りに2学期の定期考査がはじまります。各学校10月16日の週に集中しており、その対

策として補習では過去問題を教材にした演習を中心に行います。対象の生徒さんは別便で郵送させていただきます。8日

土曜は早島中のみとさせていただき、10日祝日の月曜の振替は試験前の15日土曜に振替とします。ほとんどの中学生の

生徒さんは16日の日曜となります。学校別学齢別に時間割りを組みますのでご希望の生徒さんはその時間帯にご参加く

ださい。（補習のため参加は無料です。また参加は自由で自分で学習ができる生徒さんは参加の必要はありません。）なお

16日は10時〜20時まで教室を開放します。                                           

小６中学受験生対象、私立中学主催の公開模試のお知らせ。締め切り迫る。 

すでに対象の生徒さんには手渡しをしていますが、10月2日の日曜に中学受検模試が行われます。今回は日程が重なりま

す。どちらも実際に受験する生徒さんが受験しますので日程を合わせてどちらかでのご参加をお勧めします。また女の子

の生徒さんは1日土曜に山陽女子中公開模試もあります。いずれも適性型と科目型と選択でき受験料は無料です。（朝日

塾中等教育学校主催の中学受験模試は弊塾経由での申し込みのみ無料です。）いずれも締め切りが近く清秀中主催のＲＳ

Ｋチャレンジ模試は9月24日の締め切りです。お早目に申し込みをお願いします。対象の生徒さんには同封しています。 

通常授業では、学びノートで知識を整理、自身で見直して、使えるようにしよう。 

 

 

昨今の教育改革は思考力、つまり考えることを優先し、アクティブラーニングや反転授業など新しい授業形態に目

が行きがちです。確かに思考力は大切ですが、思考する前に知識が身についていないと思考などできません。まず

は思考力より知識を学ぶことでしょう。価値感は多様化していますが、自分の考えよりも素直に知識を習得すると

いう学ぶ行為が必要です。学ぶことは、真似ること、そして反復、訓練することだと思います。真似ること、の一

番は、授業での先生の黒板を写すことでしょう。力がつけば「写す」だけでなく「まとめる」になります。その時

間の授業をノートにまとめるというのも一つの学びです。新しい知識や覚えることなどをノートにまとめ知識を整

理していくことは非常に重要なことです。教育改革で模索するアクティブラーニングはその過程を飛ばしており、

知識を習得している生徒さんには良いですが、知識のない生徒さんには厳しく、今後はますます学力格差が開くで

しょう。知識はまず整理し、使え、伝えられるようにすることが必要です。例えば、参考書を書く人は、読む人に

わかりやすいようにまとめています。つまり、他人に何かを文書で伝えたり自分で見直したりするときには整理し

まとめる技術というのは非常に重要です。ただ、ノート作りは受験勉強においては少々非効率です。市販されてい

る参考書はある程度まとめられており、ただ単に書き写すだけでは意味はありません。今の受験勉強はほとんど暗

記です。理社であれば、一問一答のような問題を繰り返し、ひたすら解いていけば点数はとれるはず。ですから、

単なる暗記のために、ノートに書き写す必要は全くありません。問題をひたすら解きながら、覚えていく。わから

なかったら、解答を見て、解説を読んで調べる。ノートに写す必要はありません。しかし、今後の思考力重視を備

えて、日頃の授業でノートにまとめるというのは知識の整理になり大変、有用です。秋以降、徐々にその日の授業

をまとめていく訓練を学齢別に拡大していく予定です。目先の点数も大事ですが一歩、先をみていきます。よろし

くお願いします。 


